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日頃は，弊社発行の小学校算数科教科書「小学算数」をご使用いただきまして誠にありがとうございます。 

さて，昨年３月に文部科学省から告示されました新しい学習指導要領に基づく教科書は，小学校では 

平成32年４月から使用開始となります。それに先立ちまして，平成30年度，平成31年度の２年間において，

新課程の内容の一部を前倒しして取り入れる移行措置を実施することが文部科学省から公示されています。 

算数科におきましては，平成30年度に続き，平成31年度におきましても，次の表に示した点にご留意の上，

ご指導いただきますようお願い申し上げます。 

 

平成31年度 移行措置 

対象学年 移行措置 留意事項 

第１，第２，第６

学年 

なし ・追加，省略する内容はありません。 

第３学年 接頭語（キロ(k)や 

ミリ(m)）についても

触れる。 

・教科書３年下巻88ページの学習までに，1000倍について触れる。 

一例として，教科書３年上巻90，91ページで，10倍，100倍の後に1000倍まで 

拡張しておく。 

・教科書３年下巻88ページで，既習の単位について振り返り，その関係について 

整理してまとめる際に，単位の前に接頭語「k」が付くと，1000倍になること 

などの理解を深める。 

（別紙『小学算数』３年「年間指導計画（略案）」をご参照ください） 

第４学年 「簡単な割合」を追

加する。 

・教科書４年下巻16ページの後に，移行期補助教材（※）を使って，「簡単な割合」

を追加して取り扱う。 

接頭語（キロ(k)や 

ミリ(m)）についても

触れる。 

・教科書４年下巻50，51ページの学習までに，接頭語について取り扱う。 

一例として，教科書４年上巻80ページで，ｍとkm，ｇとkgを扱う際に，単位の 

前に接頭語「k」が付くと，1000倍になることなどの理解を深める。 

面積の単位とこれま

でに学習した単位と

の関係を考察する。 

・教科書４年下巻50，51ページの学習で大きな面積の単位を扱う際に，正方形の 

１辺の長さと面積の関係から，長さの単位と面積の単位の間に次のような関係が

あることへの理解を深める。 

正方形の一辺 １cm １ｍ 10ｍ 100ｍ １km 

正方形の面積 １cm2 １ｍ2 
１ａ １ha 

１km2 
(100ｍ2) (10000ｍ2) 

 



第４学年 「小数を用いた倍」

を追加する。 

・教科書４年下巻102ページの後，103ページは使用せずに，移行期補助教材（※）

を使って，「小数を用いた倍」を追加して取り扱う。 

 （別紙『小学算数』４年「年間指導計画（略案）」をご参照ください） 

第５学年 体積の単位とこれま

でに学習した単位と

の関係を考察する。 

・教科書５年上巻45ページの学習で水のかさと体積の関係を扱う際に，立方体の 

１辺の長さと体積の関係から，長さの単位と体積の単位の間に次のような関係が

あることへの理解を深める。 

・１ｍ3＝１kLを確認する。 

正方形の一辺 １cm ・ ・ 10cm １ｍ 

立方体の体積 
１cm3 10cm3 100cm3 1000cm3 １ｍ3 

１mL １cL １dL １Ｌ １kL 
 

「速さ」を追加する。 ・教科書５年下巻43ページの後，移行期補助教材（※）を使って，「速さ」を追加

して取り扱う。 

「分数のかけ算とわ

り算」を削除する。 

・教科書５年下巻95～103ページ「分数のかけ算とわり算」を省略する。 

（別紙『小学算数』５年「年間指導計画（略案）」をご参照ください） 

 

 ※「移行期補助教材」は，文部科学省より配布されます。 

  「移行期補助教材」の教師用指導書は，弊社より販売致します。 

 

この内容についてのお問い合わせ先 編集部直通 06-6695-2090 


